
中学校 ユニバーサルデザイン 学習指導案 

単元(題材)名 やさしいデザインを考える 

授業実施日 平成２３年１０月２９日（土）１時間目  

学 習 者 岡山市立福南中学校 第２学年Ｄ組 

授業指導者 岡山市立福南中学校  教諭 武本 賢治 先生 

授業の概要 

本題材は「やさしさ」とは何かを考えることをとおして、ユニバーサルデザインの基

本的な考え方を生徒たちの思考から導くものである。「やさしさ」という抽象的な概

念を話し合い、「やさしい道具」とはどのようなものかを考える中からＵＤの基本的

な考え方に触れ、日常にある風景の写真から、「やさしい道具」を見つけていく学習

へと発展させる。 

目   標 

○ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の視点を「やさしさ」の概念から見出すことができ

たか。【鑑賞の能力】 

○日常生活の中から、ＵＤを見つけ出し、自分の豊かな生活の在り方につなげること

ができたか。【鑑賞の能力】 

学 習 活 動 教師の支援・指導上の留意点 評価の観点 

 

１ 「やさしい」とはどういうことか考

え、言葉で説明する。 

 

 

(1) 人からやさしくされてうれしかった

ことを思いだす。 

(2) 「ありがとう」と言えた時の状況を

思い出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○各班ごとに「やさしさ」の具体的

な場面や考えたかが自由に発言で

きるように促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「やさしさ」とは何だろう。 

やさしい道具
言 葉

人の気持ちを大切にできる
行 動

すべての

道具＝ユニバーサルデザイン
すべての人々の 設計



 

２ 道具（学習イス）から「やさしさ」

を感じ取る。 

 

  予想される生徒の反応 

 ・座面が水平 ・角が丸い ・軽い  

 ・木（素材）のぬくもり ・丈夫 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 道具を使う人の立場によって必要な

「やさしさ」が違うことを確認する。 

  

 

 

 

 

 

４ 資料の中から「やさしい道具」を探

し、誰にとって、どのように「やさしい

道具」かを考え、発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○道具には使う人の立場を考えた

作り手のやさしさが込められてい

ることを理解させる。 

 

 

 

 

 

○イスの側から、座ってください。

背に持たれかけてくださいとのメ

ッセージがあることに気付かせる。 

○さまざまな角度から、イスのデザ

インに配慮されていることに気付

かせる。 

 

○さまざまな立場や環境で多くの

人が死活していることに気付かせ

る。 

○車椅子で生活している本クラス

に所属するＡさんについても、違う

立場で同じ環境で生活しているこ

とを意識させる。 

 

○日常生活の中に立場の違いにそ

れぞれ対応した「やさしさ」があふ

れていることを感じさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 関心・意欲・態度  

積極的に意見を出した

り、話しあったりでき

たか。【発表】 

 鑑賞の能力  

イスのデザインをやさ

しさの視点で見つめる

ことができたか。 

【ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鑑賞の能力  

写真の環境からやさし

さの視点でＵＤを見つ

めることができたか。 

【ワークシート発表】 

 

 

 

 

 

予想される立場の違いへの反応 

・男性 ・女性 ・左利きの人 

・妊婦産婦 ・力の弱い人 ・外国人 

・聴覚が弱い人 ・視覚が弱い人 

・子ども ・高齢者 

 

 

同じイスでも、勉強のときに

使うのか、くつろぐときに使

うかで、込められたやさしさ

は違ってくる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

上記の拡大写真を班で観察し、「やさし

さ」を見つけてマーキングし、それぞれ

発表を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 快適さ、安心感などから誰にでも使

えるデザインをユニバーサルデザインで

あることを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑賞の能力  

写真の環境からやさし

さの視点でＵＤを見つ

めることができたか。 

【班活動 発表】 

 

 

 

授
業
の
イ
メ
ー
ジ 

「やさしさ」という抽象的な概念を、具体的な言葉や活動に置

き換える試みの授業である。「やさしさ」を考えるプロセスから、

ＵＤの理念を導き出し、それがＵＤの考え方として重要である

ことを理解させる。少し遠回りであるが、今後、デザイン活動

を行う上での重要なベースになる授業である。ゲームの要素も

あり、非常に難しい題材を興味を持って取り組める内容でとし

て組み立てられていたために、生徒も喜んで取り組めんていた。 

 

◆板書計画◆ 資料から「やさしい道具を見つけよう 

展示ブロック 

自動ドア 

段差なし 

ドア横のてすり 

ドアのスモーク 

展示ブロック色 

視覚の弱い人 

ほぼすべての人 

車いす・高齢者 

子ども 

ほぼすべての人 

ほぼすべての人 

安全に安心して移動 

快適にカンタンに移動（荷物） 

快適に安全に 

安全に 

安全に 

安全に わかりやすい 

安全性 

快適性 

公平性 

わかりやすさ 

自由な使い方 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン 


